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エンタープライズ環境の
インフラへ

ユーティリティ･コンピューティング

分野での展開を開始したベリタスだ

が、その主力製品は現在でもストレー

ジ管理ソフトウェアである。この分野

のソフトウェア専業ベンダーとしては、

トップクラスの地位を確保している。

かつては、SunOS向けのクラスタ･

ソフトウェアや高信頼性ファイルシス

テムの提供などでも有名だったが、現

在では、ストレージ分野を中核とした

エンタープライズ環境向けの“インフ

ラ”ソフトウェア全般へと、その製品

ラインを拡げており、ストレージ管理、

データ保護、高信頼性実現、アプリケ

ーション・パフォーマンス管理、ディザ

スタ･リカバリ（災害復旧）など、さまざ

まなソリューションを提供している。

ストレージ分野を軸に展開してい

ることから、主にコンピューティング・

サーバを中心として提唱されることの

多い“ユーティリティ・コンピューティン

グ”市場への参入は、ベリタスにとっ

ては一見畑違いにも見えるが、エンタ

ープライズ環境におけるインフラの整

備という観点で見れば、それほど違

和感なく納得できるだろう。

この点について、米国ベリタスの会

長兼社長兼最高経営責任者（CEO）で

あるゲイリー・ブルーム氏は、「現在の

IT市場においては、ストレージ技術

が重要な役割を担っている。そのな

かでも、特にユーティリティ･コンピュ

ーティング分野では主要技術として位

置づけられる」と語っており、ユーテ

ィリティ･コンピューティング分野は、

同社の従来ビジネスの延長線上にあ

るとの考えを示している。

ベリタスのユーティリティ･コンピュ

ーティングへの取り組みは、技術買収

から始まった。その対象となったの

は、プリサイスとジャレバの2社である。

昨年12月、米国ベリタスは、アプリケ

ーション･パフォーマンス管理のソフト

ウェア･ベンダーであるイスラエルのプ

リサイス･ソフトウェア･ソリューション

ズ（Precise Software Solutions）を5

億3,700万ドルで買収すると発表、同

日にサーバ自動化／プロビジョニン

グ･ソフトウェアのベンダーであるジャ

レバ ･テクノロジーズ（ J a r e v a

Technologies）を6,200万ドルで買収

することも発表した。

これによってベリタスは、ユーティ

リティ･コンピューティング市場への足

がかりをつかんだ。そして、この2社
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ビルディング・ブロックで
対象領域を拡大
マルチベンダーのユーティリティ環境を実現する
ストレージ･ソフトウェアのベンダーとして展開してきたベリタスソフトウェア（ベリタス）は、
今年5月に米国ラスベガスで開催された「VERITAS VISION 2003」で
ユーティリティ･コンピューティング分野への参入構想を発表した。
企業買収によって基本技術を拡充し、可用性、パフォーマンス、自動化の3つの領域を対象に、
ビルディング･ブロック方式でユーティリティ環境の実現を目指す。
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の技術の組み合わせによる純粋なソ

フトウェア･アプローチが、同社の大

きな特徴になる。

一方、ストレージ管理の分野では、

ベリタスはすでに高度な仮想化技術

を製品化しており、豊富な経験も蓄積

していた。「われわれは、企業内に導

入されているストレージを有効活用

することで、システム管理業務の省力

化を図り、コスト削減を実現した。そ

の最大の顧客が米国の通信業界だっ

た。ベリタスが収益を拡大できたの

は、この通信業界の寄与によるところ

が大きい」（ブルーム氏）。

ストレージ分野は、サーバ分野に比

べて仮想化の実用化が進んでおり、

最先端の環境では、物理的なストレー

ジが何台接続されていて、各ストレー

ジの利用率や空き容量がどの程度あ

るかといった情報が、管理画面で一

元的に把握できるようになっており、

それらの情報を管理者が個別に収

集・管理するという状況は、過去のも

のになっている。

つまり、複数のストレージ装置をま

とめて巨大な1つのストレージと考え、

それを適宜必要なだけ利用するとい

う利用形態が一般化している。その

ようなシステムを利用しているユーザ

ーであれば、サーバの演算処理能力

についても同様に使いたいと考える

であろうことは容易に想像できる。実

際、ベリタス自身も、こうした顧客から

の要望がユーティリティ･コンピューテ

ィングに取り組む要因の1つにあった

と語っている。

マトリックス・モデルで実現

ユーティリティ･コンピューティング

という概念は、ベンダー／ユーザーを

問わずおおむね共通の理解に達して

いるようだが、一方で「どのように実

現するか」という部分は各社各様であ

る。当然、そのコンセプトの実装方法

によって、システム環境の利用方法や

使い勝手も異なってくる。

ベリタスのユーティリティ･コンピュ

ーティング構想は、“アプリケーショ

ン・パフォーマンスの最適化”を基本

とし、そこにサーバのプロビジョニン

グ機能を加えるというのが基本的な

考え方だ。

そして、その実現に際しては、領域

をマトリックスで切り分け、ビルディン

グ･ブロック方式によるソリューション

として提供される（図1参照）。

まず、システム環境をストレージ、

サーバ、アプリケーションの3層に切

り分け、それぞれに対して要求され

る機能性として、アベイラビリティ（可

用性）、パフォーマンス（性能／キャパ

シティ）、自動化（プロビジョニング）と

いう3つの観点で対応していく。

このマトリックスのそれぞれの領域

に対応する製品を提供すれば、ベリ

タスの提唱するユーティリティ･コンピ

ューティングが具現化することになる。

ベリタスが、ストレージ管理ソフトウェ

アやクラスタ･ソフトウェアを提供する

ことによって、従来より実現してきた

のは、ストレージ層における可用性、

パフォーマンス、自動化と、サーバ層

とアプリケーション層における可用性

の部分である。

そして、サーバ層とアプリケーショ

ン層のパフォーマンス、自動化の部分

が欠けていたが、これを技術買収に

よって補完した。サーバ層とアプリケ

ーション層のパフォーマンス領域に位

置づけられるのがプリサイス社の技

術、サーバ層のプロビジョニング領域

に位置づけられるのが、ジャレバ社の

技術である。このマトリックス･モデル

に沿って考えると、“アプリケーション

層の自動化”という領域も用意される

ことになるが、この領域の機能は、現

実にはサーバ層の自動化／プロビジ

ョニングにほぼ含まれるため、現時点

ではこの領域の概念も対象にした製

品計画もない。

なお、プリサイス社の製品はすでに

統合を完了しており、現在その製品

ラインは「VERITAS i3」ファミリーと

して提供されている。VERITAS i3
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図1：ベリタスのコンピューティング・モデル
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という製品名は、Insight、Indepth、

Informの3語の頭文字にちなんで付

けられている。Insightとは、アプリ

ケーションのパフォーマンスをエンド

ユーザーの応答時間に基づいて測定

し、問題のあるコンポーネントを切り

分けることを意味している。

また、Indepthは各コンポーネント

についてより詳細に解析することを、

さらにInformは得られた結果をわか

りやすく報告することを、それぞれ意

味している。

現在のWebアプリケーションでは、

1つのアプリケーションが複数のコン

ポーネントの集合で構成されている。

このため、アプリケーション性能が低

下した場合でも、アプリケーションそ

のもののコーディングから、アプリケ

ーション･サーバ（J2EE）の問題、アプ

リケーション・サーバ･ハードウェアの

処理性能、データベースの応答速度

など、性能に影響を及ぼす可能性の

ある要素は数多く、原因を追究する

のは容易なことではない。

さらに、大規模な環境であれば、そ

もそもアプリケーション性能が低下し

ているという事実ですら、適切に把握

するのは困難な場合が多い。深刻な

影響や問題が発生してから問題点を

探し始めるのでは、サービス･レベル

の低下やビジネスの継続性に大きな

支障をきたす。特に大規模な環境で

は、問題の検出と事前対策のために

適切なツールを利用することが不可

欠だと言える。

さらに、ジャレバ社の製品によって、

サーバの自動インストールが可能にな

る。つまり、あらかじめ作成しておい

たサーバのディスク･イメージを、自動

的にインストールする。これによって、

たとえば、Windowsが動作している

サーバを、Linux＋アプリケーション･

サーバの環境に完全に入れ替えて再

起動するといった作業が自動的に行

なえる。

この機能を単独で見ると、“サーバ

環境の便利なコピーツール”というイ

メージで捉えられるが、ベリタスの提

供する他のソフトウェアと組み合わせ

ることで、サーバ運用の自動化が実現

する。たとえば、アプリケーションの

性能低下を検出したら、アプリケーシ

ョン･サーバを新規に起動してクラス

タ環境に組み込み、稼働を開始する

といった一連の処理が、自動実行で

きるようになる。

つまり、ベリタスのユーティリティ･

コンピューティング環境は、アプリケ

ーション性能をトリガーにして、必要

なサーバを自動的に追加する機能で

あると言い換えることもできる。この

方法であれば、特定のハードウェア･

アーキテクチャに依存することなく、

ソフトウェアのみで実現できる。現時

点ではまだ製品化されていないコン

ポーネントも残っているが、2005年ま

でにはひと通りの製品が出揃う予定

になっている。

処理能力に余裕のあるサーバや待

機中のサーバをプールしておき、パフ

ォーマンスに問題が生じた処理があ

れば、それを実行するサーバとして追

加するという考え方は、単純ではある

が、システム管理者の負担軽減という

意味では非常に効果的だ。ベリタス

は、このように現実的な解決策を目指

し、現在すぐにでも利用できる具体的

なソリューションとして提示することに

成功していると言えるだろう。

システム利用の現場から

ベリタスのユーティリティ･コンピュ

ーティング構想では、ビジネスユーザ

ーの需要を意識して、システム全体を

ポリシーベースで管理できるように考

えられている。この点も、エンタープ

ライズ･ソフトウェアの分野で豊富な経

験を持つベリタスの特徴的な部分と

言えるだろう。

将来的にはサービス提供ポータル

を用意し、そこでサービス･レベルを

一元管理して必要なリソースの割り当

てを自動的に行なったり、ビジネス･

レベルのレポーティングや、ユーザー

に対するコスト配分などが実現する計

画だ。現時点では、“ユーティリティ”

を名乗るために必要な技術要素の整

備が先行しており、コスト管理を意識

した具体的な取り組みを行なってい

るベンダーは多くない。

しかし、ユーティリティ･コンピュー

ティングが、電気や水道のような公益

事業的なサービスを意味するのであ

れば、当然そこには「使った分だけ支

払う」「コストを明確にする」といった

要求も含まれてくる。

ベリタスでは、使用したリソースを

正確に把握し、あらかじめ設定され

た価格に従って集計することで、サー

ビスごとのリソース使用料やITコスト

を明確化する計画だ。これが実現す

れば、あるサービスを実現するための

コストが正確に把握できることにな

り、ビジネス･プランの立案や遂行の

際の重要な資料となることに加え、コ

ストセンターとなっているIT部門を、

社内の他部門に対してサービスを実

行するプロフィットセンターへと、その

位置づけを変えることも可能になる。

さらに、従来は曖昧なまま隠されて

いたIT関連のコストを明確化すること

で、さらなるコスト削減が実現したり、

本当に追加投資が必要な領域が明確

に見えてくる。ベリタスはソフトウェア･

ベンダーとして、異種環境への対応、マ

ルチベンダー対応を標榜してきた。現
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在の企業や組織の環境がマルチベン

ダー／マルチプラットフォームであること

を考えると、ユーザー側でも既存のシ

ステムへの影響を最小限に抑え、無理

なく導入できる点がメリットとなる。

組織内での
ユーティリティ化の実現

ベリタスでは、ユーティリティ･コンピ

ューティングは最終的に、パフォーマン

ス、自動化されたシステム、共有化さ

れたインフラの可用性という3つの要

素で決定づけられるとしている。そし

て、米国ベリタスのゲイリー･ブルーム

氏は、「公益事業と同様に、コンピュー

ティング環境も同じ形で提供されるべ

きだ」と言う一方で、ベリタスがコンピ

ューティング環境をユーティリティ化す

るという意味は、外部をリソースとして

公益事業的な使い方をするのではな

く、企業や組織の中において、可用性

とパフォーマンスが高く、自動化された

共有インフラの環境を構築し、ユーザ

ー専用の公益事業として利用すること

だと強調している。

この位置づけは、ユーティリティ･コ

ンピューティングを提唱しているベンダ

ーのなかでも特徴的であり、アイ･ビ

ー･エム（IBM）やヒューレット･パッカ

ード（HP）などの大手システムベンダー

が、ユーザーのシステム環境全体の運

用･管理を一手に引き受けるアウトソ

ーサーとしてもビジネス展開し、ITリ

ソースをサービスとして提供することこ

そが本来のユーティリティ･コンピュー

ティングであるとする考えと、大きく異

なる。これはハードウェアを持たない

ソフトウェア･ベンダーならではの戦略

だと言えるだろう。そして、複雑化し

たシステム環境の上にソフトウェアを被

せ、ハードウェアの複雑性を覆い隠す

ことでアプリケーション層を構築し、

その層の上で可用性とパフォーマンス

を管理し、リソースの共有化を図る。

ベリタスは、「より少ないコストでより多

くのことを達成する」という極めてシン

プルなコンセプトをもとに、ユーティリ

ティ環境を実現しようとしている。

米国ベリタスは今年5月、米国ラスベ
ガスで開催されたVERITAS VISION
2003で、ITシステム全体のサービス･
レベルを定義・管理し、コスト換算する
「VERITAS Service Manager」の概要
を明らかにした。Service Managerは、
開発コード名で「Global Operations
Manager」と呼ばれていたもので、シス
テム全体のサービス・レベルを定義し、
ポリシーベースでサービス全体を管理す

るためのコンソール･ダッシュボードと
して位置づけられる。
ITをユーティリティ･サービスとして提

供するためには、ユーザーに対するサー
ビス･レベルを設定することが不可欠で、
課金や使用料についても明細が必要にな
るが、Service Managerによって管理
者やシステム担当者は、ビジネス･アプ
リケーションに必要なITリソース（スト
レージ、サーバ、バックアップ、高可用

性など）を特定できるようになり、実際
にサービスとして提供されたITリソース
を追跡し、あらかじめ設定した価格体系
に応じて費用を算出できる。
Service Managerは現在はベータ版

の段階で、ベリタスによると今年末また
は来年初頭には、第1段階の製品を米国
内で提供開始する予定。

ポリシーベースでサービスを管理する
「VERITAS Service Manager」

 
ネットワーク 

サービス・ポータル 

サーバ 

ストレージ 

バックアップ／リカバリ 

ハイアベイラビリティ 

ディザスタ・リカバリ 

ベリタス 
サービスを定義 

実際値を測定 請求 

Oracle

HR

ITインフラ 

IT管理 

SAP

PeopleSoft

BEA

SIEBEL

ハイアベイラビリティ 

データプロテクション 

Service Managerの概念図


